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　本年は、明治 18 年（1885）の内閣制度創設に伴い、太政官文庫が「内閣文庫」と改称されてか
ら 140 周年となります。
　その蔵書には、紅葉山文庫、昌平坂学問所、和学講談所の和書・漢籍など江戸幕府から引き継が
れたものや、明治政府が収集した文書・図書も多く含まれています。その成り立ちと、それぞれの
代表的な資料をご紹介します。

設立140周年
内閣文庫ができるまで

　明治 44 年（1911）から昭和
46 年（1971）まで、内閣文庫
は皇居大手門内にありました。
　画像は、庁舎新築時の事務棟設
計図です。現在の国会議事堂建
築にも携わった大熊喜邦（1877-
1952）が設計を行いました。
　昭和 46 年、北の丸公園に開館
した国立公文書館へ内閣文庫が移
管されたのち、この庁舎は昭和
60 年（1985）に解体、建物の
一部は愛知県犬山市の博物館明治
村に移築されました。

内閣文庫の前身となる太政官文庫設置の上申書（明治 16 年 11 月）『公文録』より
請求番号：公 03456100

「内閣所属書庫新営設計図（４）建図及切断（甲）」
請求番号：平 23 公文 00871100

　内閣文庫は明治６年（1873）、赤坂離宮内に置かれた太政官図書掛に始まります。
　やがて各官庁の所蔵図書を集中管理する太政官文庫となり、明治18年（1885）、内閣制度創始と同時に内閣文庫と改
称されました。以来、和漢の古典籍・古文書を所蔵する我が国屈指の専門図書館として内外の研究者に親しまれてきました。
　現在は国立公文書館に移管され、一般の方にも広くご利用いただくことができます。
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　挿絵は「三井寺炎上」
の場面。僧たちが消火作
業をしていますが、右
下にいるのは女性…？
　実は旧蔵者の落書き
で、僧の頭に髪を書い
てしまったようです。

秘閣図書之章
　江戸時代、「御文庫」と呼ば
れていた紅葉山文庫では蔵書印
の類は使用されなかったと言わ
れています。明治維新後、これ
らの印が紅葉山旧蔵本に捺され
ました。

昌平坂学問所
　昌平坂学問所の蔵書印。寛政
９年（1797）に昌平坂学問所
が開校されてから、明治維新に
よって昌平坂学問所が廃止され
るまで用いられました。

和学講談所
　和学講談所の蔵書印。同所の
旧蔵本には、「温故堂文庫」な
どの印も確認されます。「温故
堂」とは和学講談所創立者であ
る塙保己一の書斎名です。

内閣文庫
　内閣文庫の蔵書印。意外にも、
こちらが使用され出したのは昭
和８年（1933）以降。それまで
は「図書局文庫」「日本政府図書」
などの印が用いられました。

内閣文庫の成り立ち

内閣文庫のユニーク資料 蔵書印
『平家物語』

請求番号 203-0153

『柳営日次記』
請求番号 164-0018

　幕府の公式の記録。です
が、よく見るとなんと猫の
足跡！当時の役所に猫がい
たのでしょうか？
　公的な記録に思いがけず
猫が登場することで、歴史
の重みと生活感がふと交差
する瞬間が感じられます。

ラクガキ ?

足あと ? 資材のルーツが

分かる !!

紅葉山文庫
～将軍家のアーカイブ～

昌平坂学問所
～林家歴代と官立学校のコレクション～

和学講談所
～多くの門弟を育てた学問所～

内閣文庫へ

　慶長 7 年（1602）に、徳川家康が江戸城内富
士見亭に御文庫を建て、自らの蔵書を収めたのが
始まり。寛永 16 年（1639）に城内の紅葉山に移
設したことから、のちに「紅葉山文庫」と呼ばれ
ました。幕末には土蔵が４棟まで増築される蔵書
量に。歴代の将軍は、この蔵書を利用して過去の
歴史を学ぶなどして政治に役立てたと言われます。

　林羅山が寛永 7 年（1630）に設立した私塾を
起源とし、元禄 3 年（1690）湯島へ移転、寛政
9年（1797）に幕府の教育機関となって「学問所」
と改称されました。しばしば火災によって蔵書は
焼失してしまいましたが、その都度、諸大名から
図書が献上され、補充したとされます。林家当主
の蔵書であった数々の和漢籍のほか、学問所で編
纂された地誌なども所蔵していました。

　寛政 5年（1793）に塙保己一が創立した学問所。
同 7 年（1795）官立に準ずる機関となり、国史
や律令の講習、史料編纂事業のほか、門人たちを
京都につかわして古書を写させ、多くの学術的価
値の高い資料を所蔵していました。

※所蔵資料には明治政府が購入・収集した
文書・図書なども含まれます
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内閣文庫の資料たち

紅葉山文庫

和学講談所

昌平坂学問所

全
ぜん

相
そう

平
へい

話
わ

請求番号：重 002-0002
　中国の歴史上の出来事を、大衆向けに
脚色した挿絵付き歴史物語。内閣文庫に
所蔵されているのは元時代の至治年間
（1321 ～ 1323）に刊行されたもので、
現存する世界唯一の刊本です。全 5冊。

武
ぶ

家
け

名
みょう

目
もく

抄
しょう

請求番号：153-0277
　和学講談所を創立した塙保己一が編纂
の幕命を受け、没後は門下が引継ぎ、幕
末に完成しました。武家に関する制度、
用語、装束や儀式などについてさまざま
な史料を引いて解説した、和学講談所の
代表的な編纂物です。全 27 冊。

源
げん

平
ぺい

盛
じょう

衰
すい

記
き

請求番号：167-0043
　源平合戦を描いた軍記物語。全 48 冊。
壇ノ浦で両軍が決戦を迎えた矢先、イル
カの大群が現れ勝敗を占います。本文が
イルカを「大魚」と表現しているため、
挿絵では魚の大群として描かれていま
す。

朝
ちょう

野
や

旧
きゅう

聞
ぶん

裒
ほう

藁
こう

請求番号：258-0010
　徳川氏創業の事績とその関係史料を集
大成した、徳川氏及び家康の事績録。幕
命により 20 年余りをかけて編纂され、
全 1,083 冊と大部ですが、家康に関係す
る部分が 1,000 冊以上を占めます。

金
きん

槐
かい

和
わ

歌
か

集
しゅう

請求番号：201-0455
　歌人としても有名な鎌倉幕府第 3 代将
軍源実朝の歌集。建暦元年（1211）に
詠んだ「時によりすくれバ民のなけき也
八大龍王雨やめたまへ」は、民を思う実
朝の心を表した歌として有名です。全 1
冊。

説
せつ

文
もん

解
かい

字
じ

請求番号：278-0043
　後漢の学者許慎による、中国の現存す
る最古の漢字字書。全 10 冊。文政９年
（1826）に日本で印刷・刊行され、昌平
坂学問所に収められました。学問が時代
や国境を超え、大切に引き継がれてきた
ことをよく表している資料です。

和
おら

蘭
んだ

勧
かん

酒
しゅ

歌
か

訳
やく

請求番号：特 122-0011
　サツマイモの普及で知られる青木昆陽
が、八代将軍吉宗の命で始めたオランダ
語学習の成果として献上したもの。オラ
ンダ語の原文に、片仮名の発音とその訳
文が記されています。全 1冊。

太
たい

平
へい

記
き

大
たい

全
ぜん

請求番号：167-0084
　南北朝期を舞台とした『太平記』に注
を付けたもの。説話などが混じっていて、
「歴史書」より「物語」として扱われる
ことが多い軍記物語ですが、このような
書物も幕府の学問所に収蔵されていまし
た。全 49 冊。

視
み

聴
きき

草
ぐさ

請求番号：217-0034
　江戸末期の旗本宮崎成身が、さまざま
な資料や情報を収集した『視聴草』（全 176
冊）。「天明の浅間焼け」として知られる天
明 3年（1783）7 月 8 日の浅間山の大噴火
について、5 月から 7 月まで噴火、噴煙
が変化していく様子が描かれています。

国立公文書館イチオシ !
ここでは、江戸時代から所蔵されてきた
代表的な資料をルーツごとに紹介します。

もっと読みたい！という方はデジタルアーカイブをご覧ください。
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　当館は、江戸幕府から引き継いだ古書・古文書、国の行政機関から移管された公文書等を保存し、利用に供し
ています。
　当館の所蔵資料の中から、今号の時季（９～11月）にまつわる資料をご紹介します。

デジタルアーカイブ

デジタルアーカイブ

デジタル展示
「再建日本の出発」

デジタル展示
「徳川家康―将軍家蔵書からみるその生涯―」

「デジタル展示」
https://www.archives.go.jp/exhibition/past.html
東京本館の展示会を再構成し、当館HPで公開しています

「国立公文書館デジタルアーカイブ」
https://www.digital.archives.go.jp
当館所蔵資料の目録の検索や画像の閲覧などができます

時
とき

慶
よし

卿
きょう

記
き

　公家の西洞院時慶（にしのとういんときよし、1552 ～
1640）の日記。全 72 冊。太政官正院歴史課・修史局・修史
館・内閣臨時修史局旧蔵。
　慶長５年（1600）９月 15 日、家康方約７万人、三成方約
８万人が関ヶ原（岐阜県不破郡）で対峙しました。関ヶ原の
戦いです。
　この時慶卿記にも、「金吾」（小早川秀秋）の裏切りや、大
谷吉継の討死等、関ヶ原の戦いについての詳細が書かれてい
ます。また、御所周辺が不穏な状態になることを危惧してい
ることもうかがえます。

請求番号　159-0211

昭和21年内閣訓令第８号「現代かなづかい」の実施に関する件
　国民の読み書きの負担を軽減し、教育上、社会生活上の能率を高めるため、国語の書き表し方の基準として、文部大臣の諮問機関
である国語審議会（会長安倍能成）は、「現代かなづかい」、「当用漢字表」を決定します。
　政府はこの決定を採択し、昭和 21 年（1946）11 月 16 日に「当用漢字表の実施に関する件」（内閣訓令第７号）、「『現代かなづかい』
の実施に関する件」（内閣訓令第８号）により、官庁においてこれらを使用するとともに、広く各方面にこの使用を勧めて、その制
定の趣旨を徹底するように努めることとしました。
　掲載資料は「『現代かなづかい』の実施に関する件」（内閣訓令第８号）です。　　　　　　　　　　　　　請求番号　類 03014100
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Information

　令和７年６月２日（月）、新
たな国立公文書館及び憲政記念
館整備工事起工式が、内閣府及
び衆議院主催により、国会前庭
北地区にて行われました。
　当館からは鎌田薫館長が挨拶
を述べるとともに列席者の皆様
とともに鍬入れを行いました。

リトアニア国公文書館庁との協力覚書の交換
　令和 7年 6 月 10 日（火）、当館鎌田薫館長と、リトアニア国公
文書館庁インガ・ザクシャウスキエネ長官との間で、アーカイブ
ズ及び記録管理に係る協力覚書の交換が行われました。
　覚書署名式には、立会人として、鳩山二郎内閣府副大臣、リト
アニア共和国のギターナス・ナウセーダ大統領にご出席いただき
ました。
　この覚書の署名を契機として、両当事者間のアーカイブズ及び
記録管理の分野における相互協力及び専門家交流が促進されるこ
とが期待されます。

ふらっとツアーのご案内
（令和７年９月～ 12 月）
　当館概要の説明後、バックヤー
ド（閲覧室、修復室、書庫設備）を
見学し、常設展を観覧するツアーを
開催しています（所要時間１時間程
度）。
　事前申込不要、参加費無料です。
ぜひご参加ください。
開 催 日	 ９/11（木）、10/16（木）、
	 11/６（木）、12/4（木）
開始時間	 各日いずれも 13:30 ～
開催日は、ホームページの【見学予
約カレンダー】をご確認ください。

新たな国立公文書館及び憲政記念館整備工事起工式

式会場館長挨拶

鍬入れ式
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大
学
院
生
時
代
は
主
に
近
現
代
の
日
中
関
係

史
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、論
文
を
書
く
際
の

史
料
調
査
の
た
め
、よ
く
外
交
史
料
館
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。大
学
院
修
了
後
は
名
古
屋
近
辺
の

大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た

が
、ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
求
人
募
集
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、自
分
の
専
門
分
野
を
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、加
え
て
大
学
院
生
時

代
に
何
度
も
同
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、な
じ
み

深
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
こ
で
働

い
て
み
た
い
と
思
い
応
募
。無
事
採
用
さ
れ
た
こ

と
で
２
０
１
１
年
か
ら
働
き
始
め
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、他
に
先
駆
け

て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
整
備
・
公
開
し
た
機

関
で
あ
り
、主
な
業
務
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

や
公
開
用
の
画
像
デ
ー
タ
の
整
備
、検
索
用
に
史

料
の
冒
頭
３
０
０
文
字
等
を
デ
ー
タ
化
す
る
作

業
、ま
た
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
た
め
の
原
稿
執

筆
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
管
理
業
務
な
ど
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
思
い
出
と
し
て
は
、２
０
１
５
年
に

終
戦
70
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
特
設
の
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
こ
と
で
す
。本
来
な

ら
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
は
半
年
ほ
ど
時
間
を
か

け
ま
す
が
、こ
の
と
き
は
時
間
が
な
く
実
質
４
ヵ

外
務
省
外
交
史
料
館 

課
長
補
佐
　
大
野 

太
幹
さ
ん

シ
ス
テ
ム
の
先
に
利
用
者
が
い
る
。

そ
の
思
い
で
日
々
仕
事
に
従
事

Vol.14

アーカイブズで働く専門職員・認証アーキビストに
仕事の醍醐味などを聞くコーナーです。

月
程
度
で
作
業
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。あ
わ
せ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
時
間
を
割
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、必
死
に
作
業
す

る
毎
日
を
過
ご
し
て
本
当
に
大
変
で
し
た
。し
か

し
、な
ん
と
か
無
事
作
成
を
終
え
て
公
開
し
た
と

こ
ろ
反
響
が
と
て
も
よ
か
っ
た
た
め
、大
き
な
達

成
感
を
覚
え
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、２
０
２
０
年
に
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
か
ら
外
務
省
外
交
史
料
館
へ
転
職
し
、現

在
に
至
り
ま
す
。当
初
、外
交
史
料
館
で
は
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
提
供
す
る
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
作
成
、お
よ
び
閲
覧
室
業
務
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
等
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、現
在
は
シ
ス
テ
ム
担
当
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。た
だ
、こ
れ
ま
で
シ
ス
テ
ム
関
連
の
業
務

に
従
事
し
た
こ
と
が
な
く
、当
初
は
知
識
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
。既
存
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
保
守

は
も
ち
ろ
ん
、シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
予
算
要
求
に

し
て
も
Ｉ
Ｔ
の
知
識
は
必
要
不
可
欠
の
た
め
、毎

日
が
勉
強
の
連
続
で
し
た
。現
在
で
は
Ｉ
Ｔ
に
関

す
る
資
格
も
い
く
つ
か
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
る
で
脳
が
若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。た

だ
、シ
ス
テ
ム
業
務
に
従
事
す
る
際
に
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
は
、そ
の
先
に
利
用
者
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
、最
終
的

に
利
用
者
の
役
に
立
つ
と
い
う
考
え
が
仕
事
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
み
な
ら
ず
、世
界
各
国
の
先
人
た
ち

が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
か
を
知
る
こ
と

は
、と
て
も
興
味
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ

れ
を
記
録
し
た
史
料
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
と
し

て
、外
交
史
料
館
や
国
立
公
文
書
館
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、若
い
方
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、外
交
史
料
館
の
史
料
や
展
示
室
を
も
っ
と
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
自
身
も
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
そ
こ
に
貢
献
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

９月 10月 11月

展示室
〔１階〕

　基本展示「日本のあゆみ」

閲覧室
〔２階〕

９～ 11月の東京本館開館情報 ※最新の開館情報については当館HP等をご確認ください。

＊開室日：火曜日〜土曜日（日曜日、月曜日、祝日は閉室）
＊時　間：午前9時15分～午後5時（入室・当日閲覧受付は午後4時30分まで）

終戦―戦争の終わりと戦後の始まり―
7/19 ～ 9/15（9/5、12 は午後 8 時まで開館）

 ＊開室日：月曜日～土曜日、展示会開催期間中の日曜日
 ＊閉室日：9/21（日）、9/23（火・祝）、9/28（日）、10/5（日）、11/16（日）、11/23（日・祝）、11/24（月・振休）

世界へのまなざし―江戸時代の海外知識―
10/11 ～ 12/7（11/16、23、24 は休館）

「国会開設之勅諭」原本特別展示
9/20 ～ 10/3（9/21、23、28 は休館）

「新橋横浜間鉄道之図」原本特別展示
10/4 ～ 17（10/5 は休館）

「大日本帝国憲法」原本特別展示
11/22 ～ 12/7（11/23、24 は休館）
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詳しくは
こちらから

【 東 京 本 館 】	 〒102-0091　東京都千代田区北の丸公園3番2号
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	 電話029-867-1910（代表）　FAX 029-867-1939

国立公文書館
東京本館
アクセス

　江戸幕府は海外との窓口を長崎・対馬・薩
さつ

摩
ま
・松前の４か所に限り、国際関係を統制していました。８代将軍徳川

吉宗は輸入書籍の制限を緩和し、以後様々な海外知識が国内へ流入しました。海を渡ってきた新しい知識は、どの
ように江戸時代の人々に受け入れられたのでしょうか。本展では、18世紀を中心に日本に来航した外国使節や輸
入書籍、江戸時代を代表する文化人たちの海外研究に関する著作をご紹介します。

内閣文庫140周年記念
世界へのまなざし
―江戸時代の海外知識―

展示会情報

i

▲西
せい

洋
よう

紀
き

聞
ぶん

　『西洋紀聞』は、新
あら
井
い
白
はく
石
せき
（1657-1725）が、

密入国したイタリア人宣教師のシドッチから
得た知識をもとに著述した書で、当時として
は高い世界地理知識を有します。キリスト教
に関する記事を含むために新井家に秘

ひ
匿
とく
され

てきましたが、寛政 5 年（1793）、幕府の命
令により献上されました。展示資料は、紅葉
山文庫旧蔵書で新井白石の自筆本です。

請求番号：特 068-0003

▲北
ほく

夷
い

分
ぶん

界
かい

余
よ

話
わ
（重要文化財）

※資料保存のため、会期中、展示替えを行います。

　『北夷分界余話』は、間
ま
宮
みや
林
りん
蔵
ぞう
（1775-1844）

のカラフト調査に基づく口述を編集・筆録し
たカラフトの地誌・民俗誌です。彩色図 96
図を用いてカラフトアイヌの生活が忠実に描
かれています。展示資料は、紅葉山文庫旧蔵
書で、「間宮林蔵北蝦

え
夷
ぞ
等見分関係記録」とし

て平成 3 年（1991）に国の重要文化財に指
定されました。　　請求番号：特 094-0003

▲御
ご

書
しょ

物
もつ

方
かた

日
にっ

記
き
（重要文化財）

　「御書物方日記」は、将軍の図書館・アーカ
イブズである紅葉山文庫の書物奉行の約 150
年間にわたる業務記録です。記述の内容は、
蔵書の管理・出納、目録類の編

へん
纂
さん
など多岐に

わたります。展示資料は、「江戸幕府書物方関
係資料」として平成 30 年（2018）に国の重
要文化財に指定されました。

請求番号：257-0002

※	期間中の金曜日は午後８時まで開館
	 会場：国立公文書館東京本館予告 「新橋横浜間鉄道之図」原本特別展示

展示期間：	10月4日（土）～17日（金）（10月5日（日）は休館）
常設展示室で展示します。

「大日本帝国憲法」原本特別展示

展示期間：11 月22 日（土）～12 月7 日（日）
	 （11月23日（日・祝）、24（月・振休）は休館）
	 常設展示室で展示します。

令和 7 年度第 2 回企画展

開催時間：午前９時 15 分～午後５時

【展示解説会】
日時：10/17（金）、10/30（木）、11/17（月）（いずれも午後 2時～）
事前申込制、詳細は国立公文書館 HP をご覧ください。

10/11~
12/7

Sat

Sun


